
『様々なかかわりの中で学び、
　社会の一員として貢献できる社会人の育成』を目指します
～家庭・社会の期待に応え、夢と自信をもち、可能性に挑戦するために必要な力の育成～

～個性や能力を発揮して活躍し、学び続ける、活力と連帯感のある人づくり～

　羽島郡二町教育委員会学校教育課では、昨
年度の教育実践の成果と課題を踏まえて、「令
和4年度羽島郡学校教育の方針と重点」を以下
のようにまとめました。3つの基本目標につい
て、それぞれの主な取組を紹介します。

①夢と自信をもち、可能性に挑戦するため
に必要な力を育成します
○ねらいや評価規準を明確にし、指導・評価・

補充のサイクルを意識した指導、児童生徒
が自らのよさや成長を実感できる授業づく
りに努めます。など

②社会の持続的な発展を牽引できる多様な
力を育成します
○「いじめ防止基本方針」を活用し、定期的

な研修や全職員による協働体制により、い
じめの未然防止、 早期発見・早期解決に
努めます。など

③学びや育ちを支え、誰もが社会の担い手
となれるセーフティネットを構築させます
○デジタル教科書、電子黒板、ICT等を活用

した授業を積極的に行い、コミュニケーショ
ン・意見交流等にタブレットPCの効果的な
活用に努めます。など

　コロナ禍によって、小中学校の学校生活は
多岐にわたって制限が設けられました。そし
て、これまでの指導を大きく見直す必要性に
迫られました。また、度重なる臨時休業や学
級閉鎖によって、地域の皆さんにも随分ご心
配をかけたこともありました。
　まだまだ厳しい状況は続いていますが、コ
ロナ禍によってICTを活用した授業や活動が各
学校で広く普及したことは大きな成果として
挙げられます。笠松・岐南両町のご協力によ
り、いち早く児童生徒1人に1台のタブレット
PCが配付され、ネットワーク環境が整えられ
たことも、ICT活用が進んだ要因の一つになっ
ています。
　現在は、小学校低学年から中学生まで、そ
れぞれの段階に応じてタブレットPCを授業・
生活の中で活用しています。ネットワークを
使って学校内外と交流したり、プレゼンテー
ションを作成し積極的に情報発信をしたりす
るなど、ひと昔前とは随分授業の様子も変わっ
てきました。
　臨時休業や学級閉鎖などにより、自宅待機
を余儀なくされている児童生徒にもリアルタ
イムで授業を配信し、時には自宅から授業に
参加することも可能になりました。
　このように、ICTを駆使することにより、ど
んな状況下でも「児童生徒の学びを止めない」
対策を今後も続けていきたいと考えています。
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